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はじめに
パプアニューギニア高地iζ新石器時代さながらの生活
を営む人々が住んでいる乙とがt引ζ知れたのは1930年代
lζ入ってからの乙とである。さつまいもとわずかな野草
を食べ，食塩は用いず，タンパク質の摂取量もわずかで
ある陀もかかわらず.筋肉質な体型をし健康であるとと，
1960年代後半までほほ‘同線な食生活であったと とが報告
されていると3) 
我々は1978年より 3回東部高地県ベハ村lζて食生活の
調査を行ってきたが， わずか4年の間K米，魚の缶詰
め，食塩等の輸入食品の摂取量が均加し，タンパク質の
筏取最も急上昇し，食生活が急激な変容を示しているこ
とを認めた。 ζれらの傾府は隣県のチンブーでも同様で
ある ζとが報告されているア19皮年に行った東部高地県
ベハ村全住民に対する問診より ，食生活の変容の背景を
さぐり考察した。
調査方法
1.戸籍調査
住民の戸籍簿は1980年II月に作成したものに2基づき再
整理した。 ベハ村の各家を一軒つつ訪問し，家族全員を
並ばせ，ポラロイド写真を撮った。ベハ村で生まれ育ち
教育を受けた青年を通訳とし，家族構成，名前，生まれ
たl順序を聞きとった。家の構造，集落の中での家の配置
をスケ yチし?集落，家族，個人にそれぞれ番号を付け
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同一人物を重複してリストする乙とを避けた。年齢は通
訳が推定した。
2.ベハ村の地図の作成
Jレファステーシヲ ンにはベハ村を含む53村(人口約3
万)を統轄する役所があり，保健所，農業事務所，主事察
などがある。 東部高地地区の行政区分を示す地図と，ル
ファ，ベノ¥ゴノ近隣の地図を役所から入手し，それら
の地図をもとにし，各集落名は戸籍調査時に記録した。
高度計 (THOMMEN2000)を用いて各集落。高度を
測定した。集落閣の所要時間は矢印方向 (山を下る)へ
現地青年が普通の速度(およそ100-IIOm/分)で歩い
た時のものである。
3.問診
謂査の目的.主旨，方法を村長，高IJ村長に説明し，理
解させ調査実施の了承を得た。問診は各集落毎lζ集合さ
せ，家族別に行った。調査員は本人と写真弓戸籍簿とを
j照合した。通訳がおもに世帯主Ir質問し，調査員が記入
したo
j 摂取食品，食器，調理器具の調査
1980年男子8人(平均年齢30歳)， 82年10人 (29歳)
の3日胡の食事調査時K摂取した食品数を，その家庭に
あった調理器具.食器の数・と共iζ数えた。調査はいずれ
もII月の初旬に行った。食品数は3日間で一度でも摂取
するとカウン トし集計した。豆類と緑黄色野菜は品種が
同定できない場合もあったが.現地語で別名のときは別
種としてカウン卜した。
結果および考察
1 "ベハ村の人口と雇用労働者数
ベハ村の各集落の高度(海抜)と，各集落聞の現地青
、 ， ??ー
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図1 ベハ村の各集落の高度と~落聞の徒歩による所要
時間
矢印方向(ほぼ山を下る)へ現地青年が普通の速
度(およそl00-llOm/分)で歩いた時の所要
時間。 MUKUNABIと KUZIVIは高度 ・
集落聞の所要時間を測定していない。
---小さな自動車道一一一山道一一一小川
年iζよる所要時間を関 11ζ示した。ベハ村はマイケル山
の北西側中腹に位置し，地図上(1)-聞に示す築造5で構成
されている。四輪駆動の車が通るのはJレファからゴノへ
通じる道のみである。 1978年にはPM V CPublic mo-
tor vehicle)とよばれるトラックが東部高地l瓜の県庁
所在地であるゴロカへ遡l固と，住民が栽培しているコー
ヒーを買いあげていくトラックが週 l回通っていた。82
年になると両車とも毎日運行するようになっていた。
表 11:各w落別性5J1]人口と世帯数. 1世部あたりの人
数とを示した。調査に参加しなかった人の中で l名性別
の記入漏れがあった。ベハ村の人口は.1982年の調査で
男 607人，女543人で計11 51人であった。世.~手数は 255
でl世俗平均人数は4.5人であった。食生活の凋査の対
象地であり，調査員が居住していたカルガルビーの人口
が.15の集落の中で最高であった。
図21ζ級調査者'977人の性，年婦別人口構成を示した。
10歳以下の男女が全体の約%を占めていた。
1980年はアクイタイ，ソナマタイを調査していなかっ
た乙と，他の地域にも若干調査もれがあった乙と，他の
村からの転入者があった乙と，自然憎などで.2年聞に
161人地加した。 2年闘における出生数は55人，死者数
は32人であった。死者の年紛構成は 5段以下12人.50歳
以上1人.31-50歳6人. 6← 30歳 l人，年齢不明2人
で，幼児と高年齢者iζ集中していた。 1982年の品作時に
おける人口と 2年間の出生敬と死者数とから.人口1000
人花女干する出生率と粗死亡率とを推定てみると.2.4弘
1.4 ~ぢと算定できる。乙の数字は 1980年のパプアニュ ー
8) ギニアの統計. 出生率3 . 7~ぢ，粗死亡率1.5~彰に近い値
であり.日本における第2次大戦前のレベJK近い値
いを示している。
ベハ村の15歳以上の人口に占める割合は52~彰で，パプ
アニューギニアの平均 (19加年T57%にほぼ近く， 日本
の77%(1983年rよりはるかに低かった。 15歳以上の人
の職業はほとんど自営の位業であった。表31L泌舟l労働
者数と出稼労働者数を示した。 15歳以上の男246人，女
259人の被凋査者の内応用労働者は男 4人にすぎはかつ
( 2 ) 
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表 1 ベハ村集洛別人口と世帯数
男
200 
1) ANITOI 
2) L1VILAI 
3) MENJLOI 
4) EROMAI 
5) KIWATI 
6) IPOVOTAI 
7) MUKUNAVI 
8) LOULOl 
9) KUZIVI 
10) KIOVI 
1) MOKUAI 
12) LEMUGAVI 
13) KALUGALUVI 
14) AKUITAl 
15) SONAMATAl 
100 
五十
(歳)
10 
0 0 0 
人
男 女
17 79 
52 31 
20 14 
21 19 
21 1 
40 35 
30 39 
28 27 
46 49 
55 48 
22 21 
21 21 
97 11 
14 20 
23 18 
607 543 
女
100 200 
(人)
図2 受診者ー (977人)の性別年ー令別償成(1982)
表2 出生数と死者数
I 
男 女 T生別 合計
不明
人口 1980 年1月 523 467 。990 
1982年1月 607 543 1151 
2年聞における出生数 24 29 2 55 
2年間における死者数 14 15 3 32 
1 )問診時の記載漏れ
( 3 )
口
性別不明 2十
世帯数 世帯人数
196 47 4.2 
83 18 4.6 
34 9 3.8 
40 8 5.0 
32 8 4.0 
75 17 4. 4 
69 12 5.8 
5 11 5.0 
96 22 4.4 
103 25 4.1 
43 9 4.8 
42 10 4.2 
208 39 5.3 
34 8 4.3 
41 12 3.4 
151 255 4.5 
表3 雇用労働者数
男 女 2十
雇用労働者 43) 。4 
過去2年間に出稼1:出た乙と 41 5) 
のある人1) 8 9 
出稼のため現冶:村を離れてい
12 4 16 る人Z)
1) 15歳以上の受診者 男246人女259人中の人数
2 )受診者の中1:含まれていない
3 )コーヒー園とミッショナリーで各l名、事務職、
救護員として働く人各 1名
4 )コーヒ一因 2人、商庖で働く 6人
5 )街庖
た。コーヒー闘とミッショナリーで各 l人，事務i滋，教
護員として働く人各 l人であった。しかし兼業でアル川
イトや，村の中の売底を経営している人もいたがチェッ
クできなかった。現在コ‘ロカや他の都市へ出稼』ζ出かけ
ている人は男12人， 1，( 4 人であった。 被調査者の~で過
去2:if.聞に出稼に:11たことのある人は男8人，交l人で
あった。バプアニューギニアの労働人口の l割弱が賃金
労働者であるのに対し8)ベハ村では約5矧 ζすぎないが，
都市からかなり離れた山村にしてはかなりの数にのぼる。
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2.教育と保健
アクイタイにあるベハ公立小学校は1976年K設立され，
1982年には現地人教員3人，生徒数140人であった。就
学年令は決まっていない。 6学年IC別れているが実力κ
応じ何学年からでも就学する乙とが可能である。授業料
はl年聞に6.5キナ(1キナ約340円)でその内1.5キ
ナは政府が援助している。小学校に在学中あるいは小学
校の教育を受けたものは6-9歳の年働問の内125彰，10一
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図3 教育歴
食物 学
14歳の内43%，15-20畿の内395ぢであり，今後地加が予
想される。中学校は村の小学校から窓で 1時間を要する
ベナベナにある。授業料は年間250キナでベハ村から十
数人が下宿し通学していた。中学生は今回調査していな
いので， それを加えるともう少し多くなるが，中学校教
育を受けたものは4名にすぎなかった。
医療幅設としては，アニトイ lζAidPostとよばれ
る救護所があり ，救護貝が胃腸薬， 風邪薬，皮膚病喰:ffi
薬などを用いて治療を行っていた。ルファの保健所には
・'1. ベッ トもあり，乙乙は医師はいないが病院を兼ねていた。
100 
1981年の報告によると全国の救護所は1，700ケ所，保健
所は174ケ所ぁ点ゴ‘ロカには一応設備の整った国立病
院(ベット数300，医師20名，うち現地人1名)がある。
いずれも診僚は無料である。過去2年間IC羅病し医療施
設を利用したか，あるいは自宅で療養した人の人数を各
種疾患あるいは症状別に示したものが表4である。疾込i
あるいは夜状は，本人の申告に基づき調査員が分鎖した。
一需よく利用していたのが村の救護所，次いで保他所，
わずかな人はゴロカの病院で診療を受けていた。半数以
tは風邪を含む呼吸器系疾患であり，次いで発熱，消化
~~系疾患，マラリアなどであった。
被調査者977人の91%は明食を食べてきていた。皮膚
疾患(急性あるいは健相:湿疹が大部分)がみとめられた
のは全体で18労， 14歳未満では319ぢであった。
3 言語と宗教
ベハ村だけで使われている土地の言葉〕しか話せない人
が男子で50%.!J:.子では70%であった(図4)。 男子で10
-30歳代のほとんどは，パプアニューギニアの共通語であ
るピジン英語を話す乙とかできた。女子では10歳代は70%
であるが，村から出る機会の少い20歳代は50%と年令が高
表4 疾患別あるいは症状別、医療施設利用者と自宅療養者数 1
国立病院(ゴロカ) 保健所(ノレファ) 救護所(アニトイ) 自宅療養 5十
男 女 E十 男 女 3十 男 女 3十 男 女 5十 男 女 3十
呼吸器系疾患 。2 2 8 10 18 17 19 36 24 19 43 49 50 99 
発 熱 。。。5 17 12 4 7 11 3 4 10 17 27 
消化器系疾患 。。。3 4 1 2 4 2 6 8 4 12 
マ フ ヤ 。 3 4 。 。 5 2 7 
皮 膚 病 。 。。。 。 2 。2 4 。4 
関節痛、神経痛 。。。。 。2 2 。 3 4 
その他、不明 2 。 。 2 3 3 6 
E十 3 3 6 19 21 40 25 29 54 33 26 59 80 79 159 
1) 1980年 1月から82年 1月までに健病し、医療縄設を利用した人と自宅で療養した人の人数。
疾患名は本人の申告に2基づき調査貝が分類した。被調査者は男子519入、女子458人。計977人。
( 4 ) 
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図4 言語
英語が話せる人は土地の言葉、ピジン英語とも話
すζとができる。士地の言葉はベハ村だけで使わ 5ふ
れている。
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くなるにつれ、 ピジン英語の話せる人の書IJ合かセよ、くなった。
公用語である英語は教育を受けた人のほとんどが話す
乙とができ.10歳代では40%にも達した。これらの人は
ピジン英語も話せる。
信仰する宗教を図5K示した。しかし土着の宗教(脚
注 1)とキリスト教信者とは明確な区分ではなし、。日常
生活においても両者を両立させていた。
3 ~重好品，鳥 ， 昆虫などの摂取経験
高地地方iとは自家製のアルコール飲料はなし、。現在ビ-
Jレが輸入されているが噌む人は少く，男子20-49歳まで
54~弘 50歳代以上2 1 5ぢが飲んた、経験があると答えていたo
k子では全体でわずか0.4%にすさなかった。 (図6)。
ビターナッツはびんろう樹の実で石灰をつけてかむ，
精神神経に作用する晴好品であるが，その経験はビ-/レ
とほぼ同様な傾向を示し青年男子が中心であった。タパ
コは!乏で栽惜しているので占年男女とも噌んでいた。
歳
，むビーノレ
男 女
100・1. 50 ?f席、。 5.0 100"1. -19 
-49 
50-
ヲrミコ
図5 宗教
キリスト教と土着の宗教の信者の区別は明確では
ない。
昆虫
??
?
ピターナッツ 蛇
図6 性別年令別熊取経験
(脚注 1) 
宗教上の儀式として，祖先崇拝4)成人式，豚祭等4)宗
教上のまじないとして，雨乞い，豚の病気平癒祈願ると
があった。祭の時の食物，特K石蒸料理を食べるときの
調味料iζ使われるレ y ドパンダナスは，成人女子 (生浬
のある)がさわったり，女子の手がその上をよさっただ
けで男は食べないとか， 生理のある女子が跨いだ食物は
豚の飼料となるといった食習慣上のタブーがあった。
( 5 ) 
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食用にされる烏の樋頬は多く， 11月頃狩猟が解禁にな
ると，弓矢をもって狩りに出かけるが収穫量はそれほど
多くない。烏の奴取経験は男女ともほぼ同じ傾向で約91
%であった。昆虫の綴取経験は19歳未満が83%で重量も多
く，青年では60%と少くなった。へビは日常あまり見か
けるζとはなく，その侠取経験は男女とも約13，ぢでそれ
ほど多くなかった。
4 畑，豚，預金の所有者
世帯主193名に質問したが.さつまいも畑，コーヒー
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葬祭時に重要な役割をもっ豚を現在所有している人が90
%であった。 l世帯あたりの頭数を図?に示した。必大
で15頭所有する世需があり，平均2.6頭であった。頂金
をしている人は66人で34~杉であった。土地の言葉で数の
数え方は2進法であるため， 2桁以上の数について問診
する乙とが困難であり，預金の金額についても不明であ
る。
5 購入食品の摂取
80年11月青年男子8人が3日間の食事調査特に炭取し
畑は賃金労働者を除くほとんどの人が所有していた(表 5)。 た食品数は平均10.0士4.1，8人全体でみると32種であ
り， 82年では9.7:15.2，10人全体でみると43種と綬取
表5 畑、豚、預金の所有者 (人数)
男 女 2十
t笠 帯 数 187 6 193 
8つまいも畑 182 6 188 
コーヒー畑 181 6 187 
豚 166 6 172 
預 金 66 。 66 
コーヒーは唯一の商品作物である。乙の乙とはほとんど
の人が現金を入手するととができる乙とを示している。
ベハ村におけるコーヒーの売買価格は1982年11月で，豆
の等級を硬さと乾燥度で6等級IC分類し， 1 Ky'当り0.44
キナ， 0.42キナ.0.36キナ， 0.29キナ.0.06キナであった。
おもに0.36キナ， 0.29キナで売買されており， 1回の売
買量はl世帯当り 3-5 K9で・あった。コーヒーの売買露
と売買価格が段高となるのは， 6月-8月であるという
乙とであったが， 1978年8月における調査時の売買価格
は0.45-0.55キナ/K9であり l回の売買量は l世帯当り
10-20K9で・あった:〉世格あたりのコ ーヒー売買による収
入については調査できなかった。貴重な財産であり冠婚
50 
???
OL: 
表6 3日聞の摂取食品数 ( 1980年)
自家生産 購入食品 lzコh 3十
被検者 l 6 3 9 
2 15 。 15 
3 9 3 12 
4 2 2 4 
5 10 3 13 
6 13 14 
7 7 8 
8 2 3 5 
平 均 8.0 :t 4.7 2. 0土1.2 10. 0 :t4. 1 
全 体 27 5 32 
表7 3日聞の摂取食品数 ( 1982年)
自家生産 購入食品 pi H 
被検者 l 8 8 16 
2 7 8 15 
3 10 3 13 
4 2 3 
5 5 6 11 
6 4 3 7 
7 7 ι ' 8 
8 4 。 4 
9 14 2 16 
10 3 4 
平 均 6.2:!: 3.9 3.5:!: 2.9 9.7 :t 5.2 I 
金 体 29 14 43 
図7 世帯?あたりの豚の飼育頭数
平均2.6頭
ち した食品数はかなり少かった(表6，7 )。 自家生産と
(頭) 購入食品lζ分けて比較すると， 80年では自家生産8.0士
4.711:対し.鱗入食品2.0:!:1.2， 82年では自家生産
6.2 :t3 .911: x1し購入食品3.5:t2.9であった。対象者全
( 6 )
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体でみた場合の購入食品数は80年5種類に対し飽年14種
類と 2年聞にかなり多くなった。購入食品の筏取量も増
加し，特lζ米は2年聞に2.4倍も多くなった:〉小麦粉，
魚の缶詰め，菓子類の購入が増加し.乙れまで摂取して
いなかった卵，乳 p者好飲料などを筏取するものもみら
れるようになった?食事調査の対象集落であるカ Fレガル
ビー 内1(.1978年では食料，日用品を売る小さな売庖は
l事ffLすぎなかったが.82年ILは4軒lζも僧加した。タ
ンパク質の妓取f立は1980年と82年とを比較すると 2年間
に2tIJの増加を示したが，それはおもに購入食品の地加
に由来していた?伝統的な食品であるさつまいもlζ由来
するタンバク質の割合は80"1'凶:-C'i.47~ぢであ ったが. 82 
年では28~ぢにまで減少した:)その代わりに，購入食品
(植物性，動物性についても)Iζ由来するタンパク質の
割合が80年20%であったものが82年では53%と半分以上
を占めるまでに激泊した:)乙の数字は1981lf:隣県のチン
3) 
ブーで行われた67人の食事調査成績 より(購入食品に
由来するタンパク質のきIJ合は平均35~約も高い値である。
チンブーの調査は3月初匂K行われており，コーヒー収
3) 後期のl直前て村人が現金をあまり持っていなかったこと，
ベハ村の調査は'11月初旬に行ったので，コーヒーシーズ
ンはすでに終っていたが，少長ながら収穫し売って現金
を得ていた乙と，雨期に入る直前で，さつまいもの収穫
が少なかったζとなどが，チンブーの成績より，ベハ村
で綿入食品の割合が高くなった理由と考えられる。しか
表8 1世帯当りの調理課具11と食器の数
被 検 1せ 帯 数 9 
世 帯 人 数 5.4 :t 1. 0 
食事を共にする人数 6.2 :t L 6 
調理器具
ソースノf ン 1.9 士L2
フ フ イノf ン 0.6 :t 0.5 
ポリタンク(水用) 1. 1 :t O. 8 
大 ポ ノレ O. 7 土 0.9
ボ ノレ O. 7 土 O.9 
食 li 
皿 (ホーロー製) 4.2 :t L 9 
ホーロー製
カップ(とカ.ラス 2.6 :t 2. 7 
ス フ。 ン 5.4 土 4.2
フ オ ク 0.9 :t L 3 
1 )伝統的な調煙器具として木をくり抜いた石蒸料開府
のドラム41があるが、これを数軒で共有していた。
( 7 ) 
しながら?年間附ける地加には著しいものがあり，又
1960年代ではさつまいもK由来するタンパク質はタンパ
ク質摂取盆の 8-9刻を占めていた乙とから考えると急
激な変化を示している。
6.調理器具と食品数
表81ζ82年の食事調査対象者の家にあった謂f!!!器具，
食器の数を示した(表8)。乙れらの器具はすべて輸
入品であり，伝統的な木製の器具類はほとんど使用して
いなかった。伝統的な調環器具として.木をくり抜いた
石蒸料開I(用いるドラムがあるが，乙れは，数軒で共有
しているため表8には記載していなし、。 ζれ以外に，い
ろりの上I(鍋を置くための鉄製のワダとよばれる網と，
鍋代りに使う竹筒などあり，簡単な食器棚を作っている
人もあった。食器績は人数分lζ1荷ないとζろが多かった。
パプアニューギニアの輸出の品目別機成(1979年)を
みると ，銅.銀等の鉱物資源、lζ次いでコーヒー は， 二番
目lζ輸出額の高い商品となっており，輸出総額の約竹を
占め，コフ。ラやココアの2倍の輸:U額を示している?乙
のコーヒーの主産地は，東部高地県，西部高地県.チン
ブー県であり，全国の生産量の84%(1978年)を，乙れ
らの高地地方で占めている。コーヒー裁縫は非原住民経
営の段闘は少く，はとんどが原住民の農家によって栽培
されているといわれている。ベハ住民のほとんどはコー
ヒーを栽培し，彼等はコーヒーを自分遠の飲物として消
費する乙とはしないので，コーヒー収穫時にはかなりの
現金を入手しているζとが予想される。このことが.成
人のほとんどが文盲であり，貨幣経済が導入され数十年
しか経ていないにもかかわらず，約3害IJの世待で預金を
もっているζとκ.iillじると考えられる。
南太平洋地域において伝統的な恨菜類を主食とする食
生活から，輸入食品の炭取増大へ変化するにつれ，児童
の体格が良くなり ‘死亡率が低下したと同時に.肥満を
はじめ，糖尿病.心疾患などのI現唱が術大しつつある
乙とが報告されている:)ベハ村では乙のような健康上の
問題はまだ表l面化していないが山食生活の変容が栄長ぷー
間のパランスをくずさないよう胞策を講ずる必要がある。
村lζ公立小学校が設立され，教育を受ける人が地加し
つつある乙と，雇用労働者がわずかづつではあるがでて
きた乙と，コーヒー 栽培による現金収入が得られる乙と，
そのため村の巾lζ小さな売庖が増えている乙となどの社
会的，経済的背景が，輸入品である購入食品の侠取を憎
大させ食生活の変容をささえていると推測される。
要 約
パプアニューギニア東部高地1Lベハ村で.1978年より
? ? 食物学
3回食生活の調査を行ってき千こが，わずか4年聞に輸入
食品の摂取量が地加し.タンパク質の慎取量も急上昇し，
食生活が急激な変容を示していることを認めた。そ ζで
食生活の変容の背景を住民の問診成績から検討した。
1 . 1982年11月におけるべハ村の人口は1，151人で.
その内977人が受診した。 80年1月からの 2年間κおけ
る出生数は55人，死者数は32人であった。 15歳以上の人
口IL占める割合は525杉であった。
2 履周労働者数は4人，出稼のため現在村を離れてい
る人は16人であった。
3.小学校への就学率は10歳代で約40%であった。
4.パプアニューギニアの共通語であるピジン英語を10
歳-30歳代のほとんどの男子は話すζとができ.女子で
は10歳代70%，20歳代50%と年令が高くなるにつれ話せ
る人数が減少した。公用語の英語が話せる人は小学校教
育を受けた人であり， 10歳代で約40%であった。
5 ビー Jレやピターナッツなどの日奮好は男性がおもで，
タバコは青年男女とも曙しなんでいた。烏は約90%.昆
虫は約73%，蛇は14%の人で摂取した経験があった。
6.さつまいも畑，コーヒ一切をほとんどの世帯主が所
有していた。豚は905杉，預金は34%の世帯主が所有して
し、た。
7. 80年の男子8人， 82年の男子10人における 3日間の
食事調査で摂取した食品数をしらべた結果， 2年間i乙綿
入食品は2.0種煩/3日間/人から3.5種類/3日間/
人と地加した。伝統的な食品であるさつまいもに由来す
るタンパク質の割合が減少し，購入食品に由来する害Ij合
が50%以上H:地加した。
8.調毘器具.食器は伝統的なものはほとんどみられず.
輸入品をおもに使用していた。
村に公立小学校が設立され，教育を受ける人が増加し
つつあるζと.パプアニューギニアで輸出商品作物の l
位を保っているコーヒーを.ほとんどの世帯で栽培して
いる乙と.雇用労働者がわずかづつではあるが出てきた
乙となど，現金収入が得られるようになった社会的，経
済的背景が食生活の変容をささえていると推測される。
制帽として協力して下さった村人および調査に種々
協力戴いたP.N. G. Institute of Medical Research 
(所長 Dr. M. Alpers)のスタッフに感謝する。
調沓研究lと御助言いただいた神戸友子大の吉村寿人教
授，調査に協力して下さった東京都老人総合研究所の藤
田美明，黒田淳子，大阪府立大学の南出隆久，大阪市立
大学の泉田明子，神戸女子大の藤田文女の各氏1:深謝す
る。
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Summary 
The survey of the food habits had been carried out at Beha village in East Highland Province of Papua New Guinea 
from 1978 to 1982. The villager's consumption of imported foods and intake of protein were found to increase remark-
ably in only 4 years' period. The results of the survey obviously showed the rapid change of their food habits. We 
tried to analyze the background of these changes by the questionnaire method. 
1.百四 population of Beha village was 1，151 on November， 1982 and 977 of them responded to the questionnaire. 
百lenumber of the newborn from 1980 to 1982 was 55， that of those‘who died was 32， and 52 % of the population 
was over 15 years old in this village. 
2.百lerewere four male employees in the village and 16 persons were out of the village to work in another part of 
the country. 
3. About 40 % of the teenagers attended the primary school. 
4. Most of the males from ten to forty years old could speak pidgin English， which is common in Papua New Guinea， 
but les femal巴scould speak pidgin English except a minority of young women. The public language (King's English) 
could be spoken by about 40% of the teenagers. 
5. Beer or bitter-nuts were taken mainly by males， and tobacco was enjoyed by almost al young males and females. 
The 90 % of the people had experiences of eating birds， 13 % and 14 % of them ate insects and snakes respectively. 
6. A1most al householders had sweet potato gardens and coffee farms. The 90 % of them owned some pigs and 34 % 
。fthem had savings. 
7.百leaverage number of food items taken in 3 consecutive days per capita increased from 2.0 to 3.5 according to 
the survey made on 8 males in 1980 and 10 males in 1982. Intake of protein also increased by about 20 %. The propor-
tion of protein intake derived from the traditional staple， sweet potato， had relatively decreased， while that of food 
stuffs bought from stores increased markedly. 
8.百lerewere originally no traditional cooking instruments and tablewares. They sometimes used imported ones. 
Since the public primary school had been established in 1976， the population of educated people was increasing 
gradually. As a cash crop， most of the villagers cultivated coffees. By such a background their cash income had been 
gradually increasing and the economic development had brought increase of the use of imported foods and improve-
rnent in prot巴inintakes. 
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